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地吹雪、圧雪・アイスバーン

はみ出し、大型トレーラーと正面衝突、20歳男性死亡

２０１５年２月９日（月）１１時５８分

９日午前１時半すぎ、上川町の国道３９号で、乗用車が大型トレーラーと正面衝突し、乗用車を

運転していた２０歳の男性が死亡しました。現場は片側１車線の緩い左カーブで、路面は圧雪ア

イスバーン状態でした。当時、地吹雪で視界も悪かったということです。警察は、乗用車側が反

対車線にはみ出したとみて詳しく調べています。

◆スリップ事故防止のポイント◆

○対向車とすれ違うときや、カーブの手前では、早めにスピードダウン！

○直前での強いブレーキは、スリップの危険！

○車間距離は長めにとって、運転に余裕を！

○無理な追越しは、絶対にしない！

「見えない先には、何かがある」

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

２時間ごとに、１５分休憩！

交差点 「右左確認／よ～し！」

赤信号交差点、停止寸前の車両に追突事故注意

日本海側中心に暴風雪 北海道内きょうも大雪警戒

視界悪く路面は圧雪、トラックなど多重事故

２０１５年２月９日１８時４５分

９日午前１１時ごろ、秋田県の東北自動車道で、トラックや乗用車など少なくとも十数台が

絡む多重事故が起き、県警高速隊などによると、３０代の男性２人と６０代の女性１人の計３

人が頭や足を打つなどのけがをした。いずれも命に別条はないという。事故当時は吹雪で視界

が悪く、路面は圧雪状態だったという。当時は５０キロの速度規制をしていた。

スリップしてはみ出し、トラックと衝突、死亡

２０１５年０２月１０日 ０７：２４

９日午後９時１５分ごろ、岐阜県の路上で乗用車が対向車線にはみ出し、走ってきたトラックと

衝突する事故がありました。この事故で車を運転していた男性（３７）が頭を強く打ち、死亡し

ました。トラックの運転手にけがはありませんでした。警察によりますと、現場はおよそ５セ

ンチの積雪があり、道路はシャーベット状で滑りやすくなっていたということで乗用車がスリップし

て対向車線にはみ出した可能性もあるとみられています。

“最強”寒気 各地で雪による事故、相次ぐ

吹雪、アイスバーン

２０１５年２月１０日（火）０時４分配信

この冬一番の強い寒気に覆われた日本列島で、雪による事故が相次いだ。

青森市の国道で、大型トラックが、前の大型トラックに衝突した衝撃で対向車線にはみ出し

、乗用車と正面衝突した。追突された大型トラックの６０代の男性がケガをした。

一方、北海道上川町東雲の国道３９号でも、乗用車が対向車線にはみ出し、大型トレーラー

と正面衝突した。この事故で、乗用車を運転していた男性（２０）が死亡。事故当時、現場は

ふぶいていて、路面はアイスバーン状態だったという。


